
個数 部品名 部品番号 図版
1 8 ＮＰＮトランジスタ ２ＳＣ１８１５ Ｑ１～Ｑ８
2 1 ＮＰＮトランジスタ ２ＳＤ１２６６ Ｑ９ 11
3 1 ＩＣ ４０１１ ＩＣ１ 7
4 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 ６８０Ω Ｒ１４ 青紫茶金
5 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 1K Ｒ１１ 茶黒赤金
6 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 １．５Ｋ Ｒ５ 茶緑赤金
7 2 1/4Ｗ５％ 抵抗 ３Ｋ Ｒ７、Ｒ１７ 橙黒赤金
8 3 1/4Ｗ５％ 抵抗 ４．７Ｋ Ｒ１３、Ｒ１５、Ｒ１８ 黄紫赤金
9 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 １0Ｋ Ｒ１ 茶黒橙金
10 2 1/4Ｗ５％ 抵抗 ２２Ｋ Ｒ８ 赤赤橙金
11 3 1/4Ｗ５％ 抵抗 ５１Ｋ Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１２ 緑茶橙金
12 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 ６２Ｋ Ｒ４ 青赤橙金
13 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 １６０Ｋ Ｒ３ 茶青黄金
14 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 １Ｍ Ｒ１６ 茶黒緑金
15 1 1/4Ｗ５％ 抵抗 １．５Ｍ Ｒ２ 茶緑緑金
16 1 ３Ｗ５％ 抵抗 ８．２Ω Ｒ１９ 10
17 1 半固定抵抗 ５Ｋ （５０２） ＶＲ２ 9
18 1 半固定抵抗 ５００Ｋ （５０４） ＶＲ１ 9
19 1 セラミックコンデンサ１０００Ｐ（１０２） Ｃ２ 3
20 2 積層セラミックコンデンサ ０．１ｕＦ （１０４） Ｃ１、Ｃ４ 2
21 1 電解コンデンサ ２．２ｕＦ／１６Ｖ Ｃ３ 8
22 1 電解コンデンサ １００ｕＦ／１６Ｖ Ｃ５ 8
23 2 赤外線ＬＥＤ TLN105 赤外線ＬＥＤ 1
24 1 フォトトランジスタ TPS616 ＦＯＴＴｒ 4
25 1 ＬＥＤ ＬＥＤ 1
26 3 ＳＷダイオード １Ｓ１５８８相当 Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３ 5
27 1 ＩＣソケット １４Ｐ  
28 1 リレーＧ５Ａ－２３７Ｐ ５Ｖ 6
29 フォトトランジスタ取付用部品
30

トラ技通販係　ＦＡＸ　０６（６６４４）１７４４
定休日　毎週水曜日及び第２、第３火曜日　営業時間　ＡＭ１０：００～ＰＭ８：００

大阪市浪速区日本橋４ー６ー７  TEL０６（６６４４）４５５５〒５５６-０００５

説明書編集者よりの、お願い
間違い、分かり難い所が有れば、ﾃﾞｼﾞｯﾄｽﾀｯﾌにどん
どん申し出て下さい、
この説明書は予告無く変更する事が有ります

仕様 
 反射レベル検知方式 1ﾁｬﾝﾈﾙ
 検知距離  約10ｃｍ～５０ｃｍ
 （注意 ５０ｃｍは、完全に調整しての場合）
 出力   リレー接点２回路
    ロジック出力
    センサ直出力
 コントロール入力 赤外ＬＥＤＯＮ／ＯＦＦ
 動作周波数  910Hｚ～１．５ＫＨｚ
 電源   ５Ｖ～６Ｖ

赤外線検知センサ基板及びキットの説明書
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１、組み立て
 １、1/4Wの抵抗の取り付けとはんだ付け
     （抵抗の取り付ける向きはどちらでも良い）、
抵抗を予め、折り曲げて根元までぴったし基板に付けて少し斜めに折り曲げ隣の
パターンにショートしないことを確認してはんだ付けする、そして根元で足を切る。
     （はんだ付けする前に抵抗値が間違えていないことを確認しましょう）
ＩＣソケットは何時付けても良いが周りが背が高くなるので先に付けておいた方が良い



２、セラミックコンデンサ１０００ＰＦ（１０２と書いている場合も有る）
と積層セラミックコンデンサとＳＷダイオード（スイッチングダイオード）１Ｓ１５８８
の取り付けとはんだ付け
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Ｃ２ セラミックコンデンサ １０００ＰＦ（１０２）

Ｃ４ 積層セラミック ０．１ｕＦ(１０４)

Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、ＳＷダイオード １Ｓ１５８８
 （スイッチングダイオード）

Ｃ１ 積層セラミック ０．１ｕＦ(１０４)
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３，トランジスタ２ＳＣ１５１８と電解コンデンサと半固定抵抗の取り付けとはんだ付け
ＳＷダイオードには向きがあります、帯がある方が矢印の先

Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ５、Ｑ６、Ｑ７、Ｑ８、 トランジスタ２ＳＣ１８１５

Ｃ５、電解コンデンサ１００ｕＦ/１６Ｖ
Ｃ３、電解コンデンサ２．２ｕＦ/１６Ｖ

ＶＲ２、半固定抵抗 ５Ｋ（５０２）

ＶＲ１、半固定抵抗 ５００Ｋ（５０４）

電解コンデンサには極性があります取り付け向きに注意
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４、ＬＥＤ、３Ｗ抵抗Ｒ１９、ＮＰＮトランジスタ２ＳＤ１２６６の取り付けとはんだ付け
（ＬＥＤ、トランジスタは向きあります方向に注意）

Ｒ１９、 ３Ｗ抵抗 ８．２Ω Ｑ９、２ＳＤ１２６６

ＬＥＤ、センサＯＮ表示用

＋ー

＋

ー

足の長い方が普通プラスで点灯、もし足を切ってしまった場合テスタ等で調べる。

５、リレー、赤外ＬＥＤの取り付けとＩＣ４０１１をＩＣソケットに挿入
 （赤外ＬＥＤには向きがあります注意してください）

＋ー

＋

ー

足の長い方が普通プラスで点灯、もし足を切ってしまった場合テスタ等で調べる。

上から見ると少し欠けて
いる方がマイナス

赤外LEＤ

ＲＹ１、リレーＧ５Ａ－２３７Ｐ ５Ｖ

ＩＣ１ ４０１１

＋

－

E C B

E C B

ECB



６、フォトトランジスタ ＴＰＳ６１６の取り付け
フォトトランジスタは、直接赤外ＬＥＤの光が入らないようにフード付けること

内径３．２ｍｍ外径６ｍｍの貫通型スペーサを、内径を３．８ｍｍ
のドリルで４ｍｍ程掘る

フォトトランジスタは裏面
より取り付ける

図のようにフォトトランジスタが
ピッタシ入る。

Ｍ１基板を使えばケースの取り付けも容易

はんだ付け

注意、フォトトランジスタをスペーサに取り
付けた状態で絶対にはんだ付けしない事

Ｍ１基板原寸

Ｍ１基板



赤外発光LEDを点灯させるためのIN入力(ｺﾝﾄﾛｰﾙ入力)を電源(VCC)へ、LED点灯
ただし、赤外光は目には見えません。
ＶＲ２を右いっぱいに回しておき、ＶＲ１（感度用ＶＲ）、も右いっぱい回す（感度最大）、
この状態で検知物をフォトトランジスタの前１０ｃｍ～３０ｃｍ位の所へ近づける、
（赤外ＬＥＤの光を反射してフォトトランジスタに入るように）カチカチとリレーの音を確認
しながらセンサ検知用ＬＥＤが点滅することを確認。もし距離が短ければ赤外ＬＥＤの
向きを整え検知物へ赤外光がとどく様に調整（赤外光は目には見えない）する、フォトト
ランジスタの向きも同じように整える、電源電圧５ｖで２５ｃｍ位、６ｖで４０ｃｍ位を目標にし
て下さい、これ以上距離をのばしたければ、フォトトランジスタに直接赤外光を漏らす。
注意、外来赤外光が無いこと、太陽光、電球等、思いも寄らない量の赤外光が出ている
場合が有る、その状態で調整しても調整の意味を持たない。
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距離を伸ばすには図のように
フォトトランジスタ後ろから赤外
光を少しいれる、入れすぎると
ＯＮなりぱっなしになる。

これくらい前へ

整える

距離を伸ばしすぎると動作が不安定となるので、
距離は程々にして置く事。（最大５０ｃｍ位）

最大距離の調整が終われば、後は感度ＶＲ１で適当
に距離を調整して下さい。最小１０ｃｍ位です

センサＯＮ成りぱっしにした状態から感度調整用
半固定ＶＲ１で感度を落としてもよい（左にまわす）。

赤外ＬＥＤの向きを調整し
て光の量を加減する

注意、電源を入れて直ぐに調整するのではなく、１０秒間位待って動作が安定してから（
エージングしてから）調整を行って下さい。

電源投入後、１０秒間エージングしてから調整、
また電源投入後は10秒間位、動作距離が大きく変化する事あります。
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 ＯＰＴ－－－センサ－アナログ出力
 ＩＮ    －－－赤外ＬＥＤコントロール入力  ５Ｖで赤外ＬＥＤ点灯
 ＯＵＴ－－－デジタル出力(CPU等のｺﾝﾄﾛｰﾙ系と電源電圧が異なる場合は
   R13(4.7K)をはずしてq6をオープンコレクタとして使用可能)
 Ａ１、Ｂ１、ＣＯＭ１－－－リレー接点出力１
 Ａ２、Ｂ２、ＣＯＭ２－－－リレー接点出力２
 ＧＮＤ－－－すべての信号マイナス（グランド）、電源マイナス
 ＶＣＣ－－－電源プラス ５Ｖ～６Ｖ
 ＴＰ   －－－赤外ＬＥＤ駆動用発振出力

電源プラス５Ｖ～６Ｖ

ＩＮに５Ｖを与えると物体検知
する、検知すると表示用ＬＥＤ
が点灯して、ＯＵＴにデジタル
出力（電源６Ｖで５Ｖ出力、電
源５Ｖで約４．６Ｖ出力する）し
、ＯＰＴアナログ出力これは距
離で電圧が変わる（１００ｍＶ
～２．６）、と同時にリレー出力
の接点がＣＯＭ１とＡ１がＯＮ
ＣＯＭ２とＡ２がＯＮ、物体検知
していない時はＣＯＭ１とＢ１が
ＯＮ、ＣＯＭ２とＢ２がＯＮ

電源マイナス

ＣＰＵボード等デジタルコントローラ

赤外センサ基板（ＵＲ－ＳＥＮ１）

ＩＮ

ＯＵＴ

モータ

物体

ＣＰＵボード等デジタルコントローラからＩＮへ５Ｖ与えると物体を検知する

モータモータ用電源

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１

Ａ１

デジタルコントローラ
と無関係に物体を検
知するとモータが回る

応用例１

ＣＯＭ１

ＣＯＭ２

Ａ１ Ａ２Ｂ１ Ｂ２
モータ用
電源

＋
－

物体検知

物体を検知するとモータは逆転する

応用例２ ＣＰＵ等デジタルコントローラとつなぐと同時にモータを回す
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Q3をオープンコレクタとして使う場合はｺﾝﾄﾛｰﾙ系
より電源をとる



誤差 金色 ５％ 

０の数

有効数字

茶赤橙黄緑青紫灰白黒
１２３４５６７８９０

例
  茶赤赤金
  １２２

１２００Ω    ５％

１.２ＫΩ

Ｋ（ｷﾛ）1000倍
Ｍ（ﾒｸﾞ、ﾒｶﾞ）1000000倍
抵抗の場合はﾒｸﾞと言う

コンデンサの値の読み方

４７２

０の数

有効数字

例 単位はピコ（Ｐ）

４７００ＰＦ

ｍ（ﾐﾘ）  は１／１０００
μ（ﾏｲｸﾛ）は１／１００００００
ｎ（ﾅﾉ）  は１／１０００００００００
ｐ（ﾋﾟｺ） は１／１００００００００００００

４７００ＰＦは０．００４７ｕＦとなる

78ｼﾘｰｽﾞ

IN
GND
OUTGND

IN
OUT

79ｼﾘｰｽﾞ

積層ｾﾗﾐｯｸ
ｺﾝﾃﾞﾝｻ

104

普通電解コンデンサと言えばアルミ電解コンデンサの事
を言う。タンタルコンデンサを正式に言えばタンタル電
解コンデンサと言う

極性表示（－）
ﾀﾝﾀﾙ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

極性表示（＋）

ｱﾙﾐ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

＋

極性表示（－）

（＋）（－）

＋

出力を違う電圧に変えるには、三端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀを違う電圧用に変える。

７８ＸＸＸ

７８はﾌﾟﾗｽ用

ここの数字が電圧を示す
０５    ５Ｖ
０６    ６Ｖ
０７    ７Ｖ
０９    ９Ｖ
１０    １０Ｖ
１２    １２Ｖ
１５    １５Ｖ
１８    １８Ｖ
２０    ２０Ｖ
２４    ２４Ｖ

定格流 
Ｌ    100mA
Ｍ    0.5A
表示なし 1A

例
  ７８１２
プラス用
１Ａ定格電流
１２Ｖの出力電圧

７９ＸＸＸ

７９はマイナス用

ここの数字が電圧を
０５    ５Ｖ
０６    ６Ｖ
０７    ７Ｖ
０９    ９Ｖ
１０    １０Ｖ
１２    １２Ｖ
１５    １５Ｖ
１８    １８Ｖ
２０    ２０Ｖ
２４    ２４Ｖ

定格流 
Ｌ    100mA
Ｍ    0.5A
表示なし 1A

例
  ７９１２
マイナス用
１Ａ定格電流
１２Ｖの出力電圧

抵抗の読み方

おまけ資料部品の知識

C1

C2

C3

C4 C5

C6
GND

IN OUT

GND

GND

IN OUT
79X15

3V以上こちらが高い

負荷

出力電流（負荷電流）

こちらが高い
3V以上

整流用ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

ｶｿｰﾄﾞ(K)

ｱﾉｰﾄﾞ(A)

極性表示

カソード（Ｋ）

アノード（Ａ）
１Ｓ１５８８

473
1H

フイルム
コンデンサ


